
＜
事
業
の
内
容
＞

＜
令
和
９
年
度
の
見
直
し
（
新
た
な
水
田
政
策
（
コ
メ
の
中
長
期
対
策
）
の
基
本
的
考
え
方
・仕
組
み
）
＞

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
域
共
同
で
行
う、
多
面
的
機
能
を
支
え
る
活
動
や
地
域
資
源
（
農
地
、水
路
、農
道
等
）
の
質
的
向
上
を
図
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
農
地
・水
路
等
の
保
全
管
理
に
よ
り農

業
生
産
活
動
が
維
持
され
る
農
用
地
面
積
（

23
7.

8万
ha
［
令
和

12
年
度
ま
で
］
）

○
農
地
・水
路
等
の
保
全
管
理
の
共
同
活
動
を
行
う小

規
模
組
織
の
うち
体
制
強
化
に
取
り組

む
組
織
の
割
合
（

50
%
［
令
和

12
年
度
ま
で
］
）

日
本
型
直
接
支
払
の
うち

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

＜
事
業
の
流
れ
＞

定
額

定
額

市
町
村

農
業
者
等

（
１
の
事
業
）

市
町
村
等

定
額

（
２
の
事
業
）

国
都
道
府
県

定
額

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

 農
村
振
興
局
農
地
資
源
課

 （
03

-6
74

4-
24

47
）

①
農
地
維
持
支
払

地
域
資
源
の
基
礎
的
保
全
活
動
等
の
多
面
的
機
能
を
支
え
る
共
同
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

農
村
地
域
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
り
、
農
地
の
保
全
管
理
等
の
共
同
活
動
を
行
う
者
が
不
足
す
る
な
ど

活
動
組
織
の
継
続
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
中
、
地
域
の
営
農
や
共
同
活
動
が
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
で
き
る
よ

う
、
特
に
中
山
間
地
域
で
は
人
口
減
少
等
が
加
速
度
的
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
取

り
組
む
な
ど
、
次
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払

活
動
組
織
の
支
援
の
充
実

国
は
、都

道
府
県
・市
町
村
とと
も
に
、地

域
計
画
の
見
直
し
とも
連
携
し
つ
つ
、集
落
に
対
す
る
関
与
を
強
化


全
て
の
都
道
府
県
で
市
町
村
等
へ
の
制
度
の
周
知
も
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
。対

象
農
地
選
定
を
効
率
化

す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
促
進


中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
の
集
落
協
定
が
、既

存
の
組
織
の
ま
ま
で
多
面
的
機
能
支
払
も
ま
とめ
て
申
請
で
き
る

仕
組
み
を
導
入
し
、多

面
的
機
能
支
払
の
取
組
拡
大
を
図
る


郵
便
局
や

RM
O
、地

域
の
企
業
等
との
連
携
に
よ
り事
務
局
機
能
の
強
化
・事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る

多
面
的
機
能
支
払
・
中
山
間
直
接
支
払
共
通

 

プ
ッシ
ュ型

に
よ
る
取
組
強
化

一
体
的
実
施
の
推
進


外
部
人
材
の
確
保
や
先
進
技
術
の
活
用
に
よ
り作

業
の
省
力
化
を
図
る
取
組
を
支
援
し
推
進


地
域
全
体
で
長
期
中
干
し
、冬
期
湛
水
等
の
取
組
を
拡
大
させ
る
観
点
か
ら、
取
組
に
対
し
て
行
って
い
る
現
在
の

支
援
を
、活

動
組
織
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィブ
が
働
く支
援
に
見
直
し

実
 施

 主
 体
：
農
業
者
等
で
構
成
され
る
組
織
（
❶
及
び
❸
は
農
業
者
の
み
で
構
成
す
る
組
織
で
も
取
組
可
能
）

対
象
農
用
地
：
農
振
農
用
地
及
び
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
観
点
か
ら都

道
府
県
知
事
が
定
め
る
農
用
地

１
．
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

②
資
源
向
上
支
払

地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活
動

 、
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

２
．
多
面
的
機
能
支
払
推
進
交
付
金

制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、都

道
府
県
、市

町
村
等
に
よ
る

事
業
の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

返
還
免
除
規
定
の
徹
底

宅
地
等
へ
転
用
され
た
農
地
等
が
遡
及
返
還
の
対
象
（
協
定
農
地
全
て
を
対
象
とす
る
連
座
制
で
は
な
く当
該
農
地
の

み
）
とな
り、
高
齢
や
病
気
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、遡
及
返
還
が
不
要
で
あ
る
こ
とを
徹
底

交
付
単
価

［
５
年
間
以
上
実
施
し
た
地
区
は
、➋

に
75
％
単
価
を
適
用
］

※
１
：
➋
、❸

の
資
源
向
上
支
払
は
、➊

の
農
地
維
持
支
払
と併

せ
て
取
り組

む
こと
が
必
要

※
２
：
➊
､➋
と併

せ
て
❸
の
長
寿
命
化
に
取
り組

む
場
合
は
､➋
に

75
％
単
価
を
適
用

※
３
：
❸
の
長
寿
命
化
に
お
い
て
、直

営
施
工
を
行
わ
な
い
場
合
は
、5

/6
単
価
を
適
用

都
府
県

北
海
道

❶
農
地
維
持
支
払
❷
資
源
向
上
支
払

（
共
同
）

❸
資
源
向
上
支
払

（
長
寿
命
化
）

❶
農
地
維
持
支
払
❷
資
源
向
上
支
払

（
共
同
）

❸
資
源
向
上
支
払

（
長
寿
命
化
）

田
3,

00
0

2,
40

0
4,

40
0

2,
30

0
1,

92
0

3,
40

0
畑

2,
00

0
1,

44
0

2,
00

0
1,

00
0

48
0

60
0

草
地

25
0

24
0

40
0

13
0

12
0

40
0

※
1,
2,
3

※
1

※
1

※
1,
2,
3

令
和
９
年
度
予
算
概
算
要
求
額
事
項
要
求
（
前
年
度

 5
0,
04
8百

万
円
）

(円
/1

0a
)
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日
本
型
直
接
支
払
の
うち

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、農

業
生
産
条
件
の
不
利
を
補
正
す
る
こと
に
よ
り、
将
来
に
向
け
た
農
業
生
産
活
動
の
継
続
を
支
援
し
ま
す
。令

和
９
年
度
か
ら、
水
田
政
策
の
見
直

し
の
中
で
条
件
不
利
の
実
態
に
配
慮
し
、支
援
を
拡
大
し
ま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
耕
作
放
棄
を
防
止
し
、中

山
間
地
域
等
の
農
用
地

8.
4万

ha
の
減
少
を
防
止
［
令
和
７
年
度
か
ら令

和
11
年
度
ま
で
］

令
和
９
年
度
予
算
概
算
要
求
額
事
項
要
求
（
前
年
度

 2
8,

46
0百

万
円
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
令
和
９
年
度
の
見
直
し
（
新
た
な
水
田
政
策
（
コ
メ
の
中
長
期
対
策
）
の
基
本
的
考
え
方
・仕
組
み
）
＞

農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、集

落
等
を
単
位
に
、

農
用
地
を
維
持
・管
理
し
て
い
くた
め
の
取
決
め
（
協
定
）
を
締
結
し
、そ
れ
に
し

た
が
って
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
場
合
に
、面

積
に
応
じ
て
一
定
額
を
交
付
し

ま
す
。ま
た
、制

度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
都
道
府
県
、市

町
村
等

の
推
進
体
制
を
支
援
し
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
地
域
振
興
課
（

03
-3

50
1-

83
59
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

市
町
村
等

定
額

定
額

農
業
者
等

定
額

国
は
、都

道
府
県
・市
町
村
とと
も
に
、地

域
計
画
の
見
直
し
とも
連
携
し
つ
つ
、集
落
に
対
す
る
関
与
を
強
化


全
て
の
都
道
府
県
で
市
町
村
等
へ
の
制
度
の
周
知
も
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
。対

象
農
地
選
定
を
効
率

化
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
促
進


中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
に
つ
い
て
、共

同
活
動
が
困
難
な
場
合
は
、地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、集

落
協
定
に

こだ
わ
らず
個
別
協
定
も
推
進


中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
の
集
落
協
定
が
、既

存
の
組
織
の
ま
ま
で
多
面
的
機
能
支
払
も
ま
とめ
て
申
請
で
き
る

仕
組
み
を
導
入
し
、多

面
的
機
能
支
払
の
取
組
拡
大
を
図
る


郵
便
局
や

RM
O
、地

域
の
企
業
等
との
連
携
に
よ
り事
務
局
機
能
の
強
化
・事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る

農
村
地
域
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
り
、
農
地
の
保
全
管
理
等
の
共
同
活
動
を
行
う
者
が
不
足
す
る

な
ど
活
動
組
織
の
継
続
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
中
、
地
域
の
営
農
や
共
同
活
動
が
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続

で
き
る
よ
う
、
特
に
中
山
間
地
域
で
は
人
口
減
少
等
が
加
速
度
的
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

プ
ッ
シ
ュ
型
で
取
り
組
む
な
ど
、
次
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

1 

中
山
間
直
接
支
払
・
多
面
的
機
能
支
払
共
通

1 
 

対
象
農
用
地
の
拡
大

「農
業
生
産
活
動
等
を
継
続
す
る
た
め
の
活
動
」の
み
を
行
う場

合
は
交
付
単
価
の
８
割
（
基
礎
単
価
）、

 こ
れ
に
加
え
て

「ネ
ット
ワ
ー
ク化

活
動
計
画
の
作
成
」を
行
う場

合
は
交
付
単
価
の

10
割
を
交
付
（
体
制
整
備
単
価
）

 

地
方
負
担
の
軽
減

プ
ッシ
ュ型

に
よ
る
取
組
強
化

一
体
的
実
施
の
推
進

返
還
免
除
規
定
の
徹
底

現
行
の
地
方
財
政
措
置
に
加
え
、更

な
る
地
方
の
負
担
軽
減
策
とし
て
どの
よ
うな
対
応
が
で
き
る
か
検
討

傾
斜
に
よ
ら
な
い
不
利
性
（
法
面
管
理
、ほ
場
条
件
等
）
を
有
す
る
農
地
に
つ
い
て
、協

定
農
地
の
営
農
や
共
同
活

動
の
継
続
に
地
方
公
共
団
体
が
必
要
と認

め
る
場
合
に
、集

落
協
定
の
対
象
農
地
へ
位
置
付
け

宅
地
等
へ
転
用
され
た
農
地
等
が
遡
及
返
還
の
対
象
（
協
定
農
地
全
て
を
対
象
とす
る
連
座
制
で
は
な
く当
該
農
地

の
み
）
とな
り、
高
齢
や
病
気
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、遡
及
返
還
が
不
要
で
あ
る
こ
とを
徹
底

1
0
m

0
.5

m

田
：
急
傾
斜

(傾
斜
：

1/
20

)

21
,0

00
円

/1
0a

地
目

区
分

交
付
単
価

(円
/1

0a
)

田
急
傾
斜

(1
/2

0~
)

21
,0

00
緩
傾
斜

(1
/1

00
~

)
8,

00
0

畑
急
傾
斜

(1
5度

~
)

11
,5

00
緩
傾
斜

(８
度

~
)

3,
50

0

畑
：
急
傾
斜

(傾
斜
：

15
度

)

11
,5

00
円

/1
0a

2
.7

m
1
0
m

【主
な
交
付
単
価
】

【対
象
地
域
】
中
山
間
地
域
等
（
地
域
振
興
８
法
と棚

田
法
指
定
地
域
及
び

知
事
が
定
め
る
特
認
地
域
）

【対
 象

 者
】
集
落
協
定
又
は
個
別
協
定
に
基
づ
き
５
年
以
上
継
続
し
て
耕
作

を
行
う農

業
者
等

①
農
業
生
産
活
動
等
を
継
続
す
る
た
め
の
活
動
（
耕
作
放
棄
の
発
生
防
止
、水

路
・農
道
の

管
理
活
動
等
）

 ②
農
業
生
産
活
動
等
の
体
制
整
備
の
た
め
の
取
組
（
ネ
ット
ワ
ー
ク化

活
動
計
画
の
作
成
）

【集
落
協
定
等
に
基
づ
く活
動
】

【対
象
農
用
地
】
農
振
農
用
地
区
域
内
か
つ
地
域
計
画
区
域
内
に
存
し
、傾

斜
等
の
基
準
を
満
た
す
農
用
地

60



③
土
づ
くり
の
面
的
拡
大
等
へ
の
支
援

土
づ
くり
や
化
学
肥
料
・化
学
農
薬
の
低
減
の
取
組
へ
の

転
換
・面
的
拡
大
の
支
援

日
本
型
直
接
支
払
の
うち

新
た
な
環
境
直
接
支
払
交
付
金

環
境
負
荷
低
減
の
取
組
を
広
げ
る
こと
は
、国
際
情
勢
に
左
右
さ
れ
や
す
い
化
学
肥
料
へ
の
依
存
度
を
減
ら
す
な
ど、
食
料
安
全
保
障
に
寄
与
す
る
とと
も
に
、輸
出
を
含
め
付
加

価
値
を
高
め
た
稼
げ
る
農
業
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。こ
の
た
め
、環
境
直
接
支
払
交
付
金
は
、

①
これ
ま
で
の
地
域
支
援
か
ら、
み
どり
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
の
計
画
認
定
に
基
づ
く農
業
者
支
援
とし
ま
す
。

②
農
法
の
転
換
・拡
大
時
の
掛
か
り増

し
コ
ス
ト
に
加
え
、減
収
等
の
導
入
リス
ク
も
軽
減
す
る
支
援
とし
、一
定
期
間
で
取
組
の
定
着
・自
立
を
促
す
支
援
とし
ま
す
。

③
水
田
政
策
の
見
直
し
の
中
で
、生
産
性
向
上
と環

境
負
荷
低
減
の
両
立
を
促
す
支
援
とし
、取
組
に
応
じ
た
面
積
払
い
とし
ま
す
。

令
和
９
年
度
予
算
概
算
要
求
額
事
項
要
求
（
前
年
度

 ー
 ）

支
援
内
容
（
例
）

①
有
機
農
業
へ
の
転
換
支
援

慣
行
農
業
等
か
ら
有
機
農
業
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
組

へ
の
支
援

②
環
境
価
値
の
創
出
支
援

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
等
の
民
間
投
資
に
つ
な
が
る
取
組

へ
の
支
援

バ
イ
オ
炭

  等

有
機
農
業

堆
肥

  等

新
た
な
環
境
直
接
支
払
交
付
金
の
支
援

省
力
化
、地

域
資
源

の
活
用
を
後
押
し

収
量
・品
質
の
安
定
化

有
利
販
売
で
き
る

販
路
確
保
を
後
押
し

環
境
保
全
型
農
業

現
行
環
直
の
支
援

慣
行
農
業

労
働
費

労
働
費

資
材
費

資
材
費

慣
行
農
業

環
境
保
全
型
農
業

売
上

A

売
上

A

売
上

B
売
上

B

売
上

C
売
上

C

販
売
量

×
販
売
単
価

＜
事
業
の
内
容
＞

（
１
）
支
援
の
考
え
方

•
み
どり
認
定
農
業
者
を
対
象
とし
ま
す
。

•
①
有
機
農
業
へ
の
転
換
、②

環
境
価
値
を
創
出
す
る
取
組
、③

土
づ
くり
の
面
的
拡
大
等
に

資
す
る
取
組
に
つ
い
て
、取

組
ご
との
転
換
・拡
大
時
の
「掛
か
り増

し
コス
ト
」だ
け
で
な
く「
導

入
リス
ク」
に
も
対
応
し
た
支
援
し
ま
す
。

導
入
リス
ク
（
逸
失
利
益
）
：
農
法
転
換
時
の
収
量
減
少
や
品
質
低
下
等
に
よ
る
収
益
低
下

•
事
業
要
件
とし
て
、5
年
後
ま
で
に
以
下
の
①
～
③
の
取
組
を
実
施

①
市
場
評
価
を
高
め
る
取
組
（
出
荷
ロ
ット
の
拡
大
、消

費
者
等
へ
の
訴
求
）

②
生
産
安
定
化
の
取
組
（
収
量
減
少
、品

質
低
下
等
へ
の
対
策
）

③
デ
ジ
タル
化
の
取
組
（
営
農
管
理
ソ
フト
の
導
入
）

（
2）

支
援
対
象
取
組
（
案
）

（
３
）
支
援
対
象
取
組
の
更
新

①
支
援
対
象
取
組
は

5年
ご
とに
見
直
し
、十

分
に
普
及
し
た
取
組
は
新
た
に
確
立
され
た

取
組
に
入
れ
替
え
ま
す
。

②
同
一
圃
場
で
の
同
一
取
組
へ
の
支
援
は
、み
どり
認
定
の
計
画
期
間
（
５
年
ま
で
とし
、

新
た
な
圃
場
へ
の
拡
大
等
を
促
進
し
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

大
臣
官
房
み
どり
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
グ
ル
ー
プ
（

03
-6

74
4-

18
65
）
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農
山
漁
村
振
興
交
付
金

＜
事
業
の
全
体
像
＞ ［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

農
村
振
興
局
農
村
計
画
課

（
03

-6
74

4-
24

93
）

令
和
９
年
度
予
算
概
算
要
求
額

9,
97

0百
万
円
（
前
年
度

 7
,0

45
百
万
円
） 地 域 社 会 の 維 持 ・ 活 性 化

中 山 間 地 域 等

振
興
山
村
で
の
地
域
資
源
を用

い
た
地
域

経
済
の
活
性
化
の
取
組
を支
援
しま
す
。

山
村
活
性
化
対
策

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発

地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
構
想
の
作
成
か
ら実
現
ま
で
の
取

組
や
荒
廃
農
地
の
再
生
を総
合
的
に支

援
しま
す
。

最
適
土
地
利
用
総
合
対
策

地
域
資
源
活
用
価
値
創
出
対
策

地
域
資
源
活
用
価
値
創
出

整
備
事
業

地
域
発
展
に
向
け
た
計
画
づ
くり

や
農
山
漁
村
の
地
域
資
源
を活

用
し、
新
た
な
価
値
を創

出
す
る

取
組
等
を支
援
しま
す
。

農
山
漁
村
の
地
域
資
源
を活

用
し、
新
た
な
価
値
を創

出
す
る
施

設
整
備
を支
援
しま
す
。

地
域
資
源
活
用
価
値
創
出

推
進
事
業

（
関
連
事
業
）

地
域
資
源
活
用
価
値
創
出
委
託
調
査
事
業

複
数
集
落
の
機
能
を補

完
す
る農

村
型
地
域
運
営
組
織
（
農
村

RM
O）

の
形
成
、収
益
力
向
上
や
販

売
力
強
化
等
に関

す
る取
組
、デ
ジ
タル
技
術
の
導
入
・定
着
、棚
田
地
域
等
の
振
興
を支
援
しま
す
。

中
山
間
地
農
業
推
進
対
策

農
村

RM
O
の
形
成

栽
培
技
術
の
ｅ
ラー
ニ
ン
グ

高
収
益
作
物
の
導
入

都
市

部

都
市
農
業
へ
の
関
心
の

喚
起
や
多
様
な
機
能
の

発
揮
に資

す
る取
組
を支

援
しま
す
。

都
市
農
業
機
能

発
揮
対
策

都
市
農
地
貸
借
に
よ
る

担
い
手
づ
くり
へ
の
支
援

地
元
食
材
・景
観
等
を活

用
した

観
光
コン
テ
ンツ
の
造
成

障
害
者
等
の
農
林
水
産
業

に
関
す
る
技
術
の
習
得

遊
休
施
設
を
活
用
し
た

滞
在
施
設
の
整
備

障
害
者
等
が
作
業
に
携
わ
る

生
産
施
設
の
整
備

農
泊
推
進
型

農
福
連
携
型

.
地
域
発
展
に
向
け
た

計
画
づ
くり

※

地
域
活
性
化
型

創
出
支
援
型

官
民
共
創
に
よ
る

地
域
課
題
解
決

農
林
水
産
物

販
売
施
設
の
整
備

農
林
水
産
物

処
理
加
工
施
設
の
整
備

定
住
促
進
・交
流
対
策
型
、産

業
支
援
型

食
の
高
付
加
価
値
化
に

不
可
欠
な
内
装
の
改
修

農
地
の
粗
放
的
利
用

土
地
利
用
構
想
の
作
成

荒
廃
農
地
の
再
生

農
山
漁
村
地
域

情 報 発 信

就 農 移 住
交 流

※
他
対
策
の
実
施
に
向
け
た
計
画
づ
くり
に
も
活
用
可
能

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

少
子
高
齢
化
・人
口
減
少
が
進
む
農
山
漁
村
に
お
い
て
、多
様
な
人
材
が
農
村
に
関
わ
る
機
会
を
創
出
す
る
とと
も
に
、農

山
漁
村
の
多
様
な
地
域
資
源
を
活
用
し
て
所
得
の
向

上
と雇

用
の
創
出
を
図
る
「里
業
」の
推
進
等
の
取
組
や
農
村
に
人
が
住
み
続
け
る
た
め
の
条
件
整
備
な
ど農

村
振
興
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こと
に
よ
り、
地
域
社
会
の
維
持
、

活
性
化
を
後
押
し
し
ま
す
。

＜
政
策
目
標
＞

地
域
資
源
を
活
用
し
て
付
加
価
値
額
向
上
に
取
り組

む
事
業
体
の
割
合
の
増
加
（

68
％
→

78
％
［
令
和

11
年
度
ま
で
］
）
等

62




